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指示要請の 改善により救急淑命土が現場到着か

ら除細動実施ま で の 時間が短縮された,

年齢別 で は
,
5 0 成代 か ら急増 し男性が 多か っ

た.

社会榎原 し た傷病者の 疾患別で は
,
心原件心停

止に 対する効果を認め た .

I,tAl 忠子･ 当は
,
心室細動の 頻度を増D[l させ た .

ほ と め】 救急救命士 の 噌)]H と 持
'

ji: 行為の 指示

要請の 改善は
,
除細動実施時間の 短縮に 効果があ

っ た .

応ノ急手当は心室紺動の 頻度を増D[1 さ せ る可能怖

が示唆 された .

心原件心停+卜に 対する早期除細動の 有効性 が示

唆 された .

4 学生から みた小児救急

―PA L S  ( P e d i a t r i c  A d v a n c e d  L i f e  S u p p o r t )A d v a n c e d Lif e S u p p o rt)

と救急臨床実習を経験して―

亀 田 雅 博

新潟大学灰学部扶牛木
:

l

P AI J S と は P a di atri c A d v a rl C e d l ノif e S u p p o rt の 略

で
,
B T L S や A C I J S の 小り引振と い え るもの で す .

2 0 0 2 年 3 円
, 春休み を利用 し U S A , L o u i s v ill e

J e w i s b 病 院の 見学 に 行く 機会 を得 ,
こ の と き

p A L S の 講座 が あ っ た の で 参加 させ て い た だき ま

した . B l ノS がな い と
′受講 で きな い と懸 っ て い たの

で すが
,
ち ゃ っ か り受講証を 胤 ､ たの で 就職 叫環

の 矧経書 に書 けるの で形成外科の先生に は感謝の

念が耐えませ ん . 期限は 2 年で常に プ レ ､

ソ シ ュ に

保 つ 必要 がある 資格で救急隊の 方 に親ヒ机二教 えて

い た だきま し た . 非常 に実践的で あり ,
か つ ワ ー

ク シ ョ ッ プ形式で 非常 に判りや すか っ たで す. そ

して この よう な コ
ー

ス を受講 した うえ で臨床実習

や 臨床研修 をす る と い う事 で ,

"

実戦 で 使 え る
‥

勉強を効率よく で きる と強く感 じま した . 多くの

医療従事者や救急隊の 方 々の 受講をお薦めすると

と もに
,
大学病院や救命救急 セ ン タ

ー

で の 研修 コ

ー

ス の 設置
,
そ して 県全体の救急に 対する教育 や

シ ス テ ム を考え られる部門の 設置を是非 お願 い し

た い と思 い ます. 最後に なりますが
,
学生の 身分

で 学会に 迎え て 噴き ありがと うござい ま した . そ

して 暖か く迎 えご指導くだ さりありがと う ござい

ま した .

5 B T L S （ B a s i c  T r a u m a  L i f e  S u p p o r t ） を 受

講 して―ナースからみた B T L S の 意義―

大 川 玲 子 ・ 今 井 淳 子 ・ 目 黒 信 子

長岡赤十字榊;jt救急救命セ ン タ
ー

B T L S を受講 し た U) で
,
ナ

ー

ス の 立場 か らその

意義を考え て み た. 慣れな い手指にi 了患う こ とも

多 い が
,
蔀前に 勉強する こ とで 合格する こと は可

能で ある . B T L S の
J

受講柁騒を救急救命セ ン タ
-

に活か せ る点は少なくな い . すなわち
,
プ レ J＋ ス

ピタ ル で な される処置の 意味付 けを理解する ニ と

は
,
救命に 向け

,

:A
,

i 志保か ら 榊,
I

)-
'

E ヘ の 連J-L],; が ス ム

ー ズ に 行われると い う こと で ある . ま た . 私 たち

は
,
臼に 見える外侮に惑わされがち で ある が ,

壁

要な問題を見落と さな い 獄 ニ B T I Ŝ の 観
l

/

,

/
,

:
i の 方法

を実F長する こと は有効で ある . よ っ て , 救急救命

二f: に 限 ら ず ,
1矢帥

,
看 .,隻帥 等o) 多く の 方 々 が

B T I , S を 楓挨される こ とをお薦め し た い .

6 B T I S ,  A C L S の c o u r s e  c o o r d i n a t e の 経 験

野 本 優 二 ・ 関 口 博 史 * ・ 宮 島 衛 *

木 下 秀 則 * ・ 田 中 敏 春 * ・ 広 瀬 保 夫 *

山 崎 芳 彦 *

新さ芳川了尺病院総合諺嘘不
.

i

同 救命;i
,

:i .芸ミセ ン タ
-
*

B T L S
,
A C L S コ

ー

ス の 共通ノミは
,
標準化 された

手順を教育する コ
ー

ス で
, 事前学習

･ 講義
,
小 グ

ル
ー プ実習

,

ロ ー ル プ レ イ実習 か ら なり ,
習得度

詳細を O S C E で 行なうと い う こと で あ る. ｢手順+

は評価 して 判断 して 行動 する-
一

連 の 流 れか ら な

る . 事前学習
･ 講義で は手順 に関する基礎知識を

頭 で学び , 小 グ ル
ー プ実習で は評佃 ･ 行動に 関わ

る手才支を休 でl意える . さらに シ ナ リ オを用 い て 行

な う ロ
ー

ル プ レ イ実習 で判断)) を葬笠える .
こ の よ

う な教育 コ ー

ス の 開催に必 要な 3 要素 は人
･ 物 ･

場所で ある , 人で はイ ン ス ト ラ ク タ
-

が特 に重要
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である . 物 で重要なの は シ ナリオ で ある . 多く の

道具 があればより現実 に近 い 形 で の O S C E が可

能となる . 場所は学校の よ うな部屋数 が多い と こ

ろが理想的である .
コ

ー デ ィネ ー タ の 仕事は ｢人

をうまく使う こ と+
,
それが ほ とんどす べ て で あ

る . 人に仕事を振り分けて 任せ る ための 仕事をす

る
,
それが コ ー ディ ネ ー タ の 主たる役割 である .

Ⅰ
. 医 師 部 門

1 遺伝性血管神経性浮腫の 一 例

今井 教雄 ･ 広瀬 保夫 ･ 木下 秀別

田 中 敏春 ･ 渋谷 倫子
*

新潟市民病院救命救急セ ン タ ー

同 皮膚科 *

症例は顔面の 浮腫と軽度の 呼吸困難を訴え来院

した 2 3 歳の 男性で ある . 1 9 歳時より同様 の 症状

が月に 1 回程度あり
,
また母親にも似たよう な顔

面 ･ 四肢の 浮腫 があ るとの こと で ある.

今回の経過はiF一 成 1 4 年 5 月 6 日 1 0 時頃, 前額

部に軽 い打撲を受け , 同日 1 5 時頃より両側 頬部

に浮腫が 出現
,
5 月 7 日顔面の 浮腫 が増悪 し

,
呼

吸困難も出現 し たため
, 当院皮膚科外来を受診 し

遺伝性血管神経性浮腫 の疑 い で 当科即入 院と な っ

た .

来院時 , Q u i n c k 浮腫 に準じ た治療を行 っ た が
,

顔面の 浮腫は次第に悪化 し
,
更に 呼吸困難を訴 え

た ため
,
C l -i n a cti v at o r 製剤点滴静注を行 っ たと こ

ら
,
浮腫は著明に改善し 5 月 9 日退院とな っ た.

本症に対 して 救急 医療 上 気道管理が最大の 問

題と なり
,
喉頭浮腫 により窒息死する こと もしば

しばある ため
,
機 を失せ ずに適 切な気道確保をす

る必要がある . 薬物治療上の 問題点と して は
,
ス

テ ロ イ ドや抗 ヒ ス タミ ン薬 など
,
従来の 薬物療法

はほとん ど効果が なく
,
ま た治療薬の C l -i n a ctiv a -

t o r 製剤 は常備 されて な い こ と が多く
,
人手 が困

難 で ある .

2 大量ア セ トアミノ フ 工 ン服用 によ る死亡例の

検討

大橋さ とみ
･

肥 田

遠藤 裕 ･ 山本

誠治 ･ 本多 忠幸

智
*

･ 小村 昇
*

風間順
一

郎
*

新潟大学医歯学総合研究科救急医学分野

同 附属病院集中治療部
*

今回我々 は大量の ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン月l 弼 後
,

急激な経過 で死亡した症例を経験 した . 症例は 2 0

歳女性. 2 0 0 1 年 2 月 1 日 1 8 時
,
ア セ トア ミ ノ フ

ェ ン 1 0 0 g を含有する感 冒薬を服用 . 2 月 2 日 0

時
,
近医受診時JC S 2 0 , シ ョ ッ ク ,

代謝性ア シ ド
- シ ス

, 血小板減少,
ト ラ ンス ア ミ ナ - ゼ軽度上

罪. 輸液 で循環動態は改善
,
胃洗浄

,
血液吸着が

行われた . 2 月 3 日, 劇症肝炎, 横紋筋融解
,
腎不

全と なり意識 レ ベ ル が低
‾
F し血奨交換

,
血液渡過

施行 . 肝移植が 考慮 され,
2 月 3 日 2 2 時

,
当院

I C U に入室 し たが
,
シ ョ ッ ク が持続し数時間後に

死 亡した . ア セ トア ミ ノ フ ェ ン中毒 で は受診早期

の 代謝性 ア シ ド - シ ス 症例 は死亡率 が高 い と さ

れ
,
英国 で は早期 に肝移植 の 適応が 考慮 さ れる .

ア セ トア ミ ノ フ ェ ン中毒 で は本症例の 様に急激に

肝不全が進行する事があり
, 肝移植を念頭 に置く

場合
,
発症早期 に予後を判定する必要 があると考

えら れた .

3 外傷性心破裂の 1 例

木下

山崎

高橋

秀則 ･ 田 中 敏春 ･ 広瀬 保夫

芳彦 ･ 中沢 聡
*

･

石Ll+ 貴重 *

善樹
*

･ 金 沢 宏
*

新潟市民病院救命救急 セ ン タ ー

同 心臓血管外科 *

心損傷は発生頻度 が少な い もの の受傷早期の 死

亡率が高く
,
外傷の 中で 最も緊急性の 高 い 疾患 で

ある . 今回受傷直後の 死を免れ
,
病院 に搬送され

た外傷性心破裂の
一

例を経験 した . 自宅ガ レ ー

ジ

で グ ライ ン ダ ー を用 い て 金属を切断 して い た と こ

ろ刃が折れ
,
前胸部を直撃 した . 来院時

,
シ ョ ッ

ク ･ 頚静脈怒張 ･ 奇脈を呈 し
,
心 エ コ ー で e c h o

f r e e sp a c e を認め た . タ ンボナ - デ型心損傷と診


